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本ガイドのねらい
Introduction

地球温暖化問題は、地球規模で確実

に進行しており、異常高温の発生、

強い熱帯低気圧の発生や大雨の

発生頻度の増加、海面上昇等

様々な影響が出てきており

ます。このような状況の中、

2008年は、京都議定書の

第一約束期間の開始ととも

に、7月に開催されるG8北海道

洞爺湖サミットにおいて「2050年ま

でに温室効果ガス排出量を少なくとも半減

させることが検討される」等、地球温暖化問

題対応に向けて節目の年と考えられます。

　また、経済社会活動に伴い発生する廃棄

物量の増大が進む中、天然資源の枯渇等が

顕在化しつつあり、今後世界共通の問題と

なることが想定されます。

　このような地球温暖化や廃棄物等の環

境問題に対し、我々、物流・ロジスティクスに

携わる企業についても、積極的な取

り組みが求められております。

しかしながら、環境対応に

取り組んでいる企業の数は

まだまだ少ないのが現状で

はないでしょうか。

　そこで、ロジスティクス環境会議

（Conference�on�Green�Logistics�

in�Japan� :�CGL）では、これから環境対応を

始めようと考えている企業や、取引先との連

携による環境対応を推進したいと考えて

いる企業を主な対象として、活動のきっかけ

やヒントとなる情報を紹介するガイドを作成

いたしました。このガイドをご活用いただき、

1社でも多くの方が、環境負荷低減活動に取

り組んでいただけることを祈念しております。

個人が変わる、企業が変わる、物流が変わる。

　ロジスティクス分野が大きな影響を与える主な環境問題として、

地球温暖化、資源の枯渇、廃棄物があります。ここでは、これら

の問題とロジスティクスの関わりについて見てみましょう。

地球温暖化
　トラックや鉄道、船舶を使って行われる輸送活動やフォーク

リフトを使う荷役作業、また、冷凍・冷蔵倉庫での保管行為など、

軽油や電力などのエネルギーの使用は、地球温暖化の原因と

なる二酸化炭素（CO2）を排出することに他なりません。

　日本の二酸化炭素排出量は1990年度以降も増加し続け、

2005年度には12億9,300万トンに達しました。そのうち、ロジ

スティクス分野と深いかかわりを持つ運輸部門＊1からの排出量は

全体の19％を占めるばかりか、1990年度から18％も増大して

います。

資源の枯渇及び廃棄物
　物流品質を確保するために多用されている包装資材は、紙や

プラスチックなど、地球上の有限な資源である森林資源や原油

などから作られています。また、使い終わって捨てられる包装

資材は廃棄物となり、燃やされたり埋め立てられたりします。

　包装資材を使うことは、有限な資源を使うことであり廃棄物

を発生させることでもあります。

　段ボール1kgを作るためには1.76kg＊2、また、プラスチック

（発泡スチレン）1kgを作るためには3.01kg＊3の二酸化炭素が排

出されているとする推計結果もあります＊4。

＊1　運輸部門には、旅客、貨物双方が含まれており、2005年度の貨物に関わるCO2排出量は1億100万トンである。
＊2　ライフサイクルインベントリー分析の手引き　化学工業日報社　1998年9月
＊3　基礎素材のエネルギー解析調査報告書　㈳化学経済研究所　1993年9月
＊4　ライフサイクルアセスメントの方法によって、これらの値は異なるものになりますので、あくまでもひとつの例示とお考えください。

図表　日本のCO2排出量の推移 図表　ライフサイクルアセスメントの概念
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